
第 26 回 災害時情報伝達訓練 方法（千葉県） 

 

1．目的 

・災害時情報伝達訓練を通して、関東甲信越の透析医会および臨床工学技士の連携を強める。 

・日本透析医会災害時情報ネットワークや DIEMAS を使用し、情報入力・情報収集・情報伝達方法

の共有をさらに深める。 

2．訓練概要 

【日時】 

令和 7 年 9 月 1 日(月)  

【訓練本部】 

   千葉県臨床工学技士会 

 【対象】 

   千葉県・東京都・群馬県・栃木県・神奈川県・埼玉県・茨城県・新潟県・山梨県・長野県 

 【内容】 

    ・災害時における被災状況を DIEMAS へ入力する。 

    ・日本透析医会 災害時情報ネットワークへ DIEMAS を利用して連携入力を行う。 

・被災情報の収集、発信を行い、各都県の間で情報伝達訓練を行う（訓練本部）。 

3．被害想定 

・発災日時 ： 2025 年 9 月 1 日（月） 未明 

      ・震源地   : 三浦半島群断層地震 

千葉県の震度分布で震度 6 弱以上の地域の施設は、ライフラインの寸断により透析が不可能

な状況となる。 

・患者数想定 

     神奈川県内の透析不可の患者数は 3,000 名程度を想定。 

 4．千葉県各透析施設における訓練内容 

       【情報入力する日時】 

         2025 年 9 月 1 日（月） 7:00 ～ 20:00 

【訓練内容】 

① 各施設は被災状況および患者支援・受入情報を DIEMAS へ入力（9/1、9/2、9/3） 

https://diemas.jp/DIEMAS/mypage/login 

② 日本透析医会 災害時情報ネットワークへの連携入力 

＊DIEMAS からの連携入力ができない場合には、千葉県透析医会 災害時情報ネットワーク

より書き込みを必ずお願いいたします。 

https://www.saigai-touseki.net/?bid=81 

       【支援要請・患者受入人数の入力】 

各透析医療機関は、DIEMAS と日本透析医会災害時情報ネットワークへ透析患者支援要

請または受入人数を入力してください。受入人数については、透析時間の短縮や透析クール

の増加を考慮した人数の入力をお願い致します。 

 

 



【千葉県被害想定図】 

 

 

 

 

 

 

 



 

日本透析医会 災害時情報ネットワークへの連携入力の確認 

連携入力した内容が、日本透析医会災害時情報ネットワークへ反映されていることを必ず確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

DIEMAS からの連携入力ができない場合 

日本透析医会災害時情報ネットワークへの書き込みは重要ですので、 DIEMAS からの連携入力ができない場合

には、千葉県透析医会 災害時情報ネットワークへ直接の書き込みを必ずお願いいたします。 

千葉県透析医会 災害時情報ネットワークへのみへの書込の場合、「その他・連絡事項」項に訓練情報である旨

を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DIEMAS の簡易マニュアルは以下の URL または QR よりご確認いただけます。 

https://diemas.jp/DIEMAS/manual/facility/DIEMAS 操作マニュアル_施設編（簡易版）

_rev2.0.pdf?20240321 

 



 

千葉県透析医会 災害時情報ネットワークより入力する場合の注意事項 

地域選択にて、 

〇中央  〇南部  〇東葛  〇東部  〇葛南 

5 ブロックに分かれています。ブロック境の地区にて地区入力間違いがみうけられます。 

今一度、ご施設のブロックをご確認の上、入力の方お願い致します。 

 

 


